
令和 8年度事業計画 

I.学術集会・研究会等の開催 
1. 令和 8年度代議員総会 2026年 4月 22日 
2. 第 113回日本泌尿器科学会総会 2026年 4月 23日～26日

会長：京都府立医科大学 浮村 理   開催地：京都市

II.学会誌その他の出版物の発行 
1. ｢日本泌尿器科学会雑誌｣ 第 117巻第 1号～第 4号
2. ｢International Journal of UROLOGY｣ VOL.33 NO.1～NO.12
3. ｢IJU Case Reports｣ VOL.9 NO.1～NO.6

III.専門医等の認定及び専門医教育プログラム等の実施 
1. 学会専門医・指導医・教育施設の認定
2. 日本専門医機構専門医更新･認定手続き
3. 専門研修プログラム申請手続き
4. 専攻医登録・採用に関する手続き
5. 統合的教育プログラムの実施

Ⅳ.NCD登録の円滑運用、利活用促進及び年次報告 

Ⅴ.広報活動の拡充 
1. ウィンターセミナー（またはスプリングセミナー）の実施
2. 学会ホームページの見直し、情報発信ツール（SNS等）の活用

Ⅵ.Webinarの充実・領域の拡大 

Ⅶ.教育事業の充実 
1. 卒後教育および指導医プログラムの開催
2. 教育ワークショップの開催

Ⅷ.研究及び調査 
1. 筋層浸潤性膀胱炎（MIBC）を対象とした薬剤の有効性・安全性リアルワールドデータ収集の実施
2. その他、企業主導・学会アドバイザリー臨床研究の実施

Ⅸ．研究の奨励及び研究業績の表彰 
1. ｢学会賞」の授与
2. ｢坂口賞」の授与
3. ｢総会賞」の授与
4. ｢医療賞」の授与
5. ｢研究助成金」の交付
6. ｢ヤングリサーチグラント」の交付
7. ｢JUA Science Award」の交付

Ⅹ．内外の関係学術団体との連絡及び協力 
1. 国際学会

1) 米国泌尿器科学会
2) 欧州泌尿器科学会
3) アジア泌尿器科学会
4) 国際泌尿器科学会
5) 韓国泌尿器科学会
6) 台湾泌尿器科学会

2. JUAアジアンスカラシッププログラム
3. 国内学会

1) 関連学会との協働

Ⅺ．その他本会の目的を達成するために必要な事業、各種委員会の開催 



Ⅻ.各種ガイドラインの検討 

＜ガイドライン＞ 作成者表記 作成委員長 

1 急性陰嚢症診療ガイドライン 

第2版 

日本泌尿器科学会  編 浅沼宏先生 

2 腎癌診療ガイドライン 

第4版 

日本泌尿器科学会 編 江藤正俊先生 

3 患者用 

前立腺癌診療ガイドライン 

日本泌尿器科学会 編 原勲先生 

4 日本版外傷治療ガイドライン 日本外傷学会 編 

日本泌尿器科学会 協力 

外傷治療ガイドライン作成委員会 

腹部（泌尿器科領域）外傷小委員会 

委員に堀口明男先生・井上幸治先生

・八木橋祐亮先生

＜取扱い規約＞ 作成者表記 作成委員長 

1 精巣癌取扱い規約 

【第5版】 

日本泌尿器科学会 

／日本病理学会 

／日本医学放射線学会 

／日本臨床腫瘍学会 編 

岸田健先生 

都築豊徳先生(病理) 

溝脇尚志先生(医放) 

内野慶太先生(臨床腫瘍) 




